












今回,昭和大学藤が丘病院において撮像された全ての CT 画像(2014 年 1 月から




かった．対象年齢は,１～92 歳で,年齢は 38.5±23.8 歳,中央値は 29.5 歳で,分
散は 565 であった．11 歳～25 歳の患者が 257 名と全体の 42.2%を占めた．1 例
の年齢不明患者がいたため,解析から除外した．全年齢層では骨折部位は鼻骨
289 件(38.3%)で最も多く,以下,眼窩骨 179 件(23.7%),頬骨 150 件(19.9%),下顎
骨 66 件(8.7%),上顎骨 43 件(5.7%)の順であった.全年齢層における受傷原因の
うちわけは転倒転落 219件(36.0%),スポーツ外傷 195件(32.0%),交通外傷 94件




頬骨骨折,50～59 歳の上顎骨骨折,30～39 歳の下顎骨骨折,0～19 歳の鼻骨骨折
であった. 発症原因として有意に少ないのは 10～29 歳の転倒転落,80～89 歳
における交通外傷,0～9 歳,30～89 歳におけるスポーツ外傷で,有意に多いのは
50～89歳における転倒転落,50～59歳における交通外傷,0～9歳,30～39歳にお
ける打撲,30～39 歳における第 3 者行為であった.若年者ではスポーツ外傷,鼻
骨骨折が多く諸家の報告と一致していた.しかし自験例では,眼窩骨折が多く,
また下顎骨骨折が少なかったことは諸家の報告とは異なる結果となった.スポ
ーツ外傷が受傷原因となる年齢層では鼻骨骨折も多く見られたが,その他の年
齢層では転倒転落が最も多かった.打撲の原因・下顎骨骨折の種類・骨折におけ
る手術の有無は細分化することの必要性が示唆された. 
 
